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　「身体も大きいが，気持も人一倍寛容であった。」これが宮下先生である。官
庁を辞めて，教職につかれたという関係もあって，教員としては先輩だから
と，私のようなものをまで「先生」と呼ぽれ，学部や学内事情などについても
心を虚しくして尋ねられ，聞いて頂いたものである。私のほうでも人生の大先
輩として，甘えさせて頂き，色々な問題について御意見や判断を仰いだもので
あるが，常に客観的で適切な御助言を頂いた。
　その先生が逝かれて，もう1年になる。人生とは優いものである。研究棟の
廊下を歩いていても，曲り角あたりで，ひょいと先生が出てこられるような気
がしてならない。先生には公私両面にわたってお付き合いを頂いていたので，
思い出はつきないが，中でも特に懐しく思い出される2，3の事柄を披渥して
御冥福を祈らせて頂きたい。
　まず，先生の温い心根として今でも有難く思い出されるのは，私が昭和48年
度在外研究のためロンドンへ出発するに当たって，御自宅へ招待をうけ，チャ
ソコ鍋の御馳走にあずかったことである。御承知のように独身貴族の先生であ
るから，何から何まで御自分で調達され，チャンコ鍋にはワインが口に合うと
いって，銘柄ワインを飲ませて頂いた。飯塚仁之助さんと二人で招待されてい
たので，飯塚さんがお宅近くの田圃のセリを持参されたのを，うまく料理して
食べさせて頂いた。私も折をみて，改めて拙宅へ御招待しようと思いながら，
「改めての御招待」は遂に実現しないままに終ってしまった。心残りであるが
後の祭である。ただし，夏休の時期であったと思うが，夕方，突然にお電話が
あり，田無の拙宅近くの「やき鳥屋」にいるから出てこいとのこと。早速に馳
せ参ずると，大井先生とお二人して「田無のテニスコートで遊んだ帰りの一杯
だ」とのお話で，私も暫らくお相伴にあずかったが，酔うほどに「拙宅近くに
まで来て表敬訪問しないとは何事ですか！」と，無理に拙宅まで御足労ねが
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い，飲み，かつ談笑に時のたつのも忘れて（といっても「忘れていた」のは私
だけだったようだが），ついに終電を過ぎてから帰られたことなど，思い出す
だに懐しい限りである。
　また，先生が諸々の事情「通」であったことは衆目の見るところであるが，
紹興酒と老酒との異同に関する酒の上での論争は，いま思い出しても失笑の種
である。というのはこうである。かつて新宿のある中国飯店で，知的好奇心
（？）から老酒と紹興酒の異同を尋ねたことがある。そのさい，どちらか一方
はリキュールだということを，片言まじりの日本語で教えられたので，私は醸
造酒と蒸溜酒のちがいであろうと早合点していた。たまたま宮下先生とその店
に御一緒した折に，そのことを話すと「二つの酒は同じものですよ」と軽くい
なされた。私も多少酔がまわっていたので「いや，この店で違うということを
聞いたのです」とくどくどと力説しつづけていた。そのうちにウェイトレスが
来たので，聞いてみようということになり，尋ねると「同じものです」との答
がかえってぎた。そこで私が「ああそう！」といって合点納得した顔をしたと
ころ，納まらないのは宮下先生である。「私のいうことを疑って，女の子のい
うことをすぐに信ずるとは何事だ！」と一喝されてしまった。長いお付き合い
をとおして，先生の激怒（？）を買ったのは，この件と，いま一つ，元首相T
氏のことを擁護したときの2回だけである。T氏の件については「三分の理」
的な弁護をしたさいに，政経学部でT氏のことをそのようにいうのは，Xさん
とお前だけだろうとお叱りをこうむってしまった。
　最後に，昨年12月，教授会開催日の朝のことである。家内が「今朝がた，大
きな人が玄関のところで，戸を半開きにして，立ったまま，中へはいってこら
れない夢をみた……」と言うのを耳にしながら，気にもとめないで，大学へ出
かけたが，あとで考えてみると，その日には既に亡くなっておられたので，霊
が存在するとすれぽ，あるいは先生の霊が拙宅を訪問して，何かを告げようと
されていたのではないかと思われて仕方がない。家内ともどもに葬儀に参列
し，御冥福を祈らせて頂いたのも，そういう思いをこめてのことであった。合
掌。
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